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賞 作品名 組織名 上部団体 金庫名 掲載ページ

最優秀賞 牧場 全農林労働組合北海道地方本部十勝牧場分会 国公連合 北海道 ４

優秀賞 むろらん市職 室蘭市役所職員労働組合 自治労 北海道 ５

優秀賞 厚生部ニュース 山形市役所職員労働組合 自治労 東　北 ６

優秀賞 ふれあい 凸版印刷労働組合柏支部 印刷労連 中　央 ７

優秀賞 けやきぱーく 日本電気労働組合府中支部 電機連合 中　央 ８

優秀賞 メッセに吠えろ NTT労働組合持株本部幕張地区通研分会 情報労連 中　央 ９

優秀賞 清流 日本電産サンキョー労働組合伊那支部 電機連合 長野県 10

優秀賞 るるる CKD労働組合 JAM 東　海 11

優秀賞 みおつくし 大阪市職員労働組合 自治労 近　畿 12

優秀賞 輪転 日本写真印刷労働組合 ― 近　畿 13

優秀賞 寝屋川市職労日刊ニュース・こだま 寝屋川市職員労働組合 自治労連 近　畿 14

佳作 たるまえ NTT労組北海道総支部苫小牧分会 情報労連 北海道 15

佳作 たいこばん 富士通労働組合岩手支部 電機連合 東　北 15

佳作 市職労新聞 秋田市役所職員労働組合 自治労 東　北 15

佳作 エコー NTT労働組合コムウェア本部東北分会 情報労連 東　北 16

佳作 けんまい 国鉄労働組合北上駅連合分会 国鉄労組 東　北 16

佳作 組合新聞 岩手医科大学教職員組合 ― 東　北 16

佳作 本庁通信 秋田県職員労働組合本庁支部 自治労 東　北 17

佳作 ゆにめいと 関東自動車工業労働組合岩手支部 自動車総連 東　北 17

佳作 ユニコム 東芝労組府中支部 電機連合 中　央 17

佳作 週報ひかり シャープ労働組合栃木支部 電機連合 中　央 18

佳作 幕張ブリッジ NTT労組コムウェア幕張分会 情報労連 中　央 18

佳作 JAM京三週報 京三製作所労働組合 JAM 中　央 18

佳作 Daily KOMUKAI 東芝労働組合小向支部 電機連合 中　央 19

佳作 WELU-COM NECエレクトロニクス労働組合 電機連合 中　央 19

佳作 書記局報 丸全昭和運輸労働組合 運輸労連 中　央 19

佳作 市職労通信 柏崎市職員労働組合 自治労 新潟県 20

佳作 活動ニュース 日信工業労働組合直江津支部 自動車総連 新潟県 20

佳作 活動ニュース 日信工業労働組合 自動車総連 長野県 20

佳作 あいらんど オムロン飯田労働組合 電機連合 長野県 21

佳作 ろうきんニュース 福井村田製作所労働組合 電機連合 北　陸 21

佳作 トナミ労報 トナミ運輸労働組合 運輸労連 北　陸 21

佳作 福祉政策部 本田技研労働組合鈴鹿支部 自動車総連 東　海 22

佳作 かけはし エナジーサポート労働組合 JAM 東　海 22

佳作 KUUNEWS キムラユニティー労働組合 ― 東　海 22

佳作 がんばろう 呉市職員労働組合 自治労 中　国 23

佳作 通信いづも 出雲市職員労働組合 自治労 中　国 23

佳作 組合ニュース カワダ労働組合 自動車総連 中　国 23

佳作 たちばなし 四国電力労働組合阿南火力支部 電力総連 四　国 24

佳作 a c t - u アクティ・ユー TOTO UNION セラミックス連合 九　州 24

佳作 水平線 JPU西海九十九島支部 日本郵政公社労組 九　州 25

佳作 教宣通信　組合員のひろば 自治労由布市職員労働組合 自治労 九　州 25

第22回 ろうきん・組合広報宣伝全国コンクール
■入賞作品
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2
年
続
け
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
で
、

組
合
員
の
「
読
む
質
」
が
高
ま
っ
た
。

全
農
林
北
海
道
地
方
本
部
十
勝
牧
場
分
会
　
副
委
員
長

若
山
　
聡

２
年
連
続
し
て
、
最
優
秀
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
の
最
優
秀
賞
受
賞
時
に
教
宣
部

全
員
で
、
こ
れ
以
下
に
教
宣
活
動
の
質

を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
気
を

引
き
締
め
、
更
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
、

再
び
最
優
秀
賞
受
賞
の
朗
報
を
い
た
だ

い
た
と
き
に
は
、
嬉
し
さ
よ
り
も
安
堵

感
の
方
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
機
関
紙
「
牧
場
」
は
、
諸

般
の
事
情
に
よ
り
半
月
で
の
発
行
か

ら
、
月
刊
の
発
行
と
し
ま
し
た
の
で
、

単
純
に
記
事
の
量
は
半
減
さ
れ
、ま
た
、

機
関
紙
の
性
質
上
、
組
合
員
の
身
分
・

雇
用
、
独
立
行
政
法
人
改
革
等
取
り
組

む
課
題
が
山
積
し
て
い
る
た
め
、
今
ま

で
は
紙
面
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
大
幅
な
記
事
ス
ペ
ー
ス
で
載
せ
る

こ
と
が
で
き
た
の
に
、
今
年
は
載
せ
る

こ
と
が
難
し
く
、
記
事
ス
ペ
ー
ス
が
小

さ
く
な
る
等
、
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
の
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、労
金
運
動
の
宣
伝
で
は
、

ま
ず
、
組
合
員
が
行
動
を
移
す
初
期
の

段
階
と
し
て
、「
組
合
員
及
び
そ
の
家

族
の
注
目
・
興
味
を
引
き
出
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
の
認
識
に
立
ち
、
情

報
を
取
捨
選
択
し
て
、
基
幹
部
分
を
載

せ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
確
実
に

取
り
組
み
の
案
内
を
記
事
に
し
、
併
せ

て
、
執
行
委
員
を
通
じ
、
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
口
頭
で
組
合
員
に
周
知
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、そ
の
後
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

情
報
を
垂
れ
流
し
に
す
る
こ
と
に
は
せ

ず
、
取
り
組
み
の
案
内
以
上
に
力
を
入

れ
、
図
を
多
用
し
、
視
覚
に
訴
え
る
よ

う
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
合
員
は
身
近
な
存
在
で
、

最
高
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

高
度
な
専
門
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

労
金
担
当
者
と
は
違
っ
た
意
味
で
説
得

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
組
合
員
の
声
を
体
験
記
と
し
て
記

事
に
し
、
組
合
員
の
注
目
・
興
味
を
引

き
出
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
金
融
で
は
自
己
責
任
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
情
報
が
氾
濫
す
る
社

会
の
中
で
、
個
人
で
選
択
す
る
自
由
は

与
え
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
可
処
分
所
得

が
減
少
す
る
と
い
う
不
安
が
あ
る
状
況

の
中
で
、何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

何
を
選
択
し
て
よ
い
の
か
と
悩
み
が
生

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、「
そ
っ
と

背
中
を
押
す
よ
う
に
」
労
金
運
動
の
優

位
性
を
訴
え
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
2
年
続
け
て
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
お
か
げ
で
、
一
層
、
機
関
紙

に
対
す
る
注
目
が
集
ま
り
、
更
に
、
熟

読
す
る
組
合
員
が
増
え
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
組
合
員
の
「
読
む
質
」
を
高

め
て
い
た
だ
い
た
労
働
金
庫
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

牧場
全農林労働組合北海道地方本
部十勝牧場分会＝国公連合

（北海道）

Ｂ４・2頁、半月刊の定期発行で
す。7月24日号は、「財形は伸びる
も預金は減少に」とキャンペーンの
結果を数字で対比して報告、預金者
の声が効いています。12月7日号は
冬のキャンペーンの呼びかけです。
ニュースとしても全国や全道の〈ろ
うきん〉教宣コンクールでの最優秀
賞獲得など伝え〈ろうきん〉が身近
です。写真（とくに顔写真）を使っ
た紙面構成は巧みで、見出しのバラ
ンスなども非凡です。
審査員からは「安心して見られる」
との評価もされました。昨年も応募
した7号で多彩な広報を展開してい
て最優秀賞を射止めましたが、それ
からみると切り口が単調です。昨年
住宅ローンを申し込んだ組合員のそ
の後などの報告も欲しいところで
す。

最
優
秀
賞

受
賞
の
声
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むろらん市職
室蘭市役所職員労働組合
＝自治労　　　　　（北海道）

Ｂ４片面で、不定期ですが週刊の
発行間隔をもっています。ここでも
「ZATTS／ろうきん財形・エース預
金電話振替サービス」と見出しをふ
って、モデルの組合員（労金の担当
者？）がとっさのお金が必要な場面
でどうZATTSで資金を手当てする
のか―を連続写真で語っています。
見出しがイマイチですが、ドラマ

仕立ての広告は効きました。〈ろう
きん〉の市役所担当者を顔写真入り
で紹介するのにあわせて、市職の推
進委員の紹介をするなど〈ろうきん〉
を身近にする試みは良かったです。
ただ５月に行ったサマーキャンペ

ーンの結果がどうなったか―など報
告するような総体的な広告戦略を練
って欲しいです。

このたび、優秀賞を頂きまして、誠に
ありがとうございました。
室蘭地区は、北海道における戦後労働
運動の発祥の地でありまして、ろうきん
運動にも先駆的に取り組まれてきまし
た。このことは、現在も狭い市内に２店
舗を展開されていることが物語っていま
す。また、毎年秋に開催される室蘭連合
支店推進委員会主催の「ろうきんファミリ
ーイベント」には、５千人もの組合員・家
族が参加されています。
私たちの機関紙「むろらん市職」も、

昨今は暗くなってしまう内容を伝えるこ
とばかりでしたが、新たな組織内市議の
誕生や６年ぶりのベースアップ人事院勧
告など、明るいニュースも出てきました。
今回の受賞も嬉しいニュースです。受賞
作の中で「ZATTS」の説明のモデルに使
った（？）のは、我らが川島執行委員長
です。当局との交渉や方針論議ではあく
まで厳しい姿勢ですが、普段は天然の笑

いを誘う「いじりがい」のある委員長で
す。
機関紙は、組合の活動を伝える最も有
効な手段です。回覧方式で配布していま
すので、まずはタイトルが大事。組合用
語を並べたり、細かい字ばっかりなのは
読んでもらえません。このような紙面づ
くりのテクニック向上と定期発行、編集
体制の確立および後継者育成が課題で
す。優秀賞は頂きましたが、まだまだ未
熟、課題多し。日々精進あるのみです。

受賞の声

時には委員長も「使って」、親しめる紙面づくりを
室蘭市役所職員労働組合　書記長　宮下秀紀

優
秀
賞
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優
秀
賞

「厚生部ニュース」
山形市役所職員労働組合
＝自治労　　　　　　　（東北）

年15回キャンペーン時に発行。B
４・２頁。それだけにタイミングの
いい〈ろうきん〉の記事で埋まって
います。楽しさを伝える「ろうきん
ファミリー旅行」、「財形貯蓄キャン
ペーン当選者へのインタビュー」
（ちゃっかりZATTSを紹介）など組
合員もよく登場しますし、新店舗開
店などのニュースも載ります。横に
流すレイアウトにはまだ研究の余地
がありますが、カラーで写真も多く
見せる紙面を作っています。
２面は全面広告ですが、切り貼り

だけにさらに工夫が欲しいところで
す。またキャンペーンの結果も報告
してください。６人に１部という回
覧で徹底するのでしょうか。

『
ろ
う
き
ん
』
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

山
形
市
役
所
職
員
労
働
組
合

昨
年
に
引
き
続
き
優
秀
賞
を
い

た
だ
き
、
組
合
役
員
一
同
大
喜
び

で
す
。

最
近
は
、
忙
し
い
せ
い
か
組
合

情
宣
物
（
組
合
の
連
絡
文
等
）
を

読
ま
な
い
組
合
員
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
文
字
数

は
で
き
る
限
り
少
な
く
・
文
字
を

大
き
く
・
要
点
を
手
短
に
・
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
目
立
つ
よ
う
に
と
努

力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
マ

ン
ネ
リ
化
を
打
破
す
べ
く
内
容
・

構
成
を
変
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
時
間
も
な
く
実
行

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

環
境
問
題
等
も
あ
り
、
少
な
い

部
数
で
多
く
の
組
合
員
に
確
実
に

見
て
も
ら
う
た
め
、
回
覧
の
サ
イ

ン
（
印
）
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。

で
も
、『
し
わ
に
な
っ
た
回
覧
物
は

次
の
人
が
読
む
に
も
抵
抗
も
あ
る

で
し
ょ
う
』
な
ど
、
前
回
の
審
査

員
の
方
に
は
回
覧
の
欄
の
意
味
・

環
境
問
題
を
理
解
し
て
い
た
だ
け

な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
…
お
役

所
は
ハ
ン
コ
行
政
で
す
か
ら
（
皮

肉
）
…
『
内
容
を
読
ま
な
い
で
、

印
を
押
し
た
と
き
で
も
、
目
立
つ

見
出
し
』
が
目
標
で
す
。

そ
し
て
、
ろ
う
き
ん
の
チ
ラ

シ
・
印
刷
物
で
は
記
載
で
き
な
い

内
容
を
、
組
合
の
情
報
・
資
料
と

し
て
機
関
紙
に
サ
ラ
金
・
他
金
融

機
関
と
の
比
較
・
自
動
車
メ
ー
カ

ー
と
の
利
率
比
較
・
カ
ー
ド
で
の

分
割
払
い
の
利
率
比
較
な
ど
、
今

後
と
も
記
事
と
し
て
載
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

『
こ
ち
ら
か
ら
知
ら
せ
る
』
一
方
的

な
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
、
で
き
る

限
り
組
合
員
の
声
を
載
せ
る
、
組

合
員
参
加
型
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
取
り
組
み
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
ち
ら
か
ら
取
材
し
て
も
、
な
か

な
か
原
稿
が
集
ま
ら
な
い
の
が
実

態
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、

組
合
員
に
『
ろ
う
き
ん
を
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
気
持
ち

で
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。

最
後
に
、
ろ
う
き
ん
推
進
運
動

は
組
合
運
動
の
延
長
線
上
に
あ
る

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
組
合
員
の
メ

イ
ン
バ
ン
ク
と
な
る
よ
う
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

受
賞
の
声
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「ふれあい」
凸版印刷労働組合柏支部
＝印刷労連　　　　　（中央）

Ｂ４が主ですが、昨年の７～8月
に発行した5号を応募。濃密なサイ
クルの広報です。〈ろうきん〉柏支
店の担当者を舞台回しにして、組合
員（係長）や書記長と対談して悩み
を解決するという筋です。
号によっては、副支部長や子ども、
違う組合員が登場しますが、ローン
の相談や多重債務問題を解決しま
す。その会話が顔写真入りで載せら
れているのですから手が込んでいま
す。審査委員からは「登場人物に女
性も欲しい」「キャンペーンの結果
なども入れては」などの意見もあり
ましたが、組合員に親しみを持たせ
る紙面と評価され最優秀賞に最後ま
で候補として挙げられていました。
横組みですが、行間が詰まった号は
読みにくいです。

ろ
う
き
ん
と
組
合
の
想
い
を
か
た
ち
に

凸
版
印
刷
労
働
組
合
柏
支
部
　

副
支
部
長

小
野
寺
　
乾
司

こ
の
度
は
『
優
秀
賞
』
と
い
う

当
支
部
に
と
っ
て
過
分
な
る
賞
を

戴
き
、
心
よ
り
嬉
し
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
当
支
部
発
行
の
機
関

紙
『
ふ
れ
あ
い
』
は
、
紙
面
を
通

じ
て
組
合
員
と
一
緒
に
元
気
に
な

る
情
報
機
関
紙
と
し
て
発
行
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
書
記

局
・
教
宣
担
当
そ
し
て
一
番
の
大

切
に
し
て
い
る
組
合
員
が
紙
面
の

中
に
よ
り
多
く
参
加
し
て
、
当
支

部
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

ー
の
あ
る
紙
面
作
り
を
し
て
お
り

ま
す
。

今
回
、
受
賞
し
ま
し
た
紙
面
構

成
に
つ
い
て
、
当
初
、
ろ
う
き
ん

担
当
者
と
、
ろ
う
き
ん
の
各
種
サ

ー
ビ
ス
を
『
ど
の
よ
う
に
紹
介
し

た
ら
よ
い
か
？
』
悩
み
ま
し
た
。

大
き
な
論
点
と
致
し
ま
し
て
、
単

に
お
金
が
必
要
だ
か
ら
組
合
事
務

所
に
相
談
に
行
く
と
い
う
原
点
に

な
る
部
分
か
ら
一
歩
前
に
行
く
た

め
の
広
報
活
動
、
つ
ま
り
『
ろ
う

き
ん
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
』
を
機
関

紙
で
事
前
に
知
っ
て
賢
く
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
部
分
で
す
。
そ
こ
で
考
え
た

の
が
４
コ
マ
漫
画
の
実
写
版
に
よ

る
、
ろ
う
き
ん
担
当
者
と
各
種
サ

ー
ビ
ス
の
紹
介
を
紙
面
に
掲
載
し

ま
し
た
。
各
組
合
員
か
ら
の
相
談

事
を
支
部
委
員
【
職
場
の
世
話
係

り
】
へ
伝
え
、
支
部
委
員
か
ら
組

合
書
記
局
へ
伝
え
、
組
合
書
記
局

と
支
部
委
員
と
ろ
う
き
ん
担
当
者

が
一
つ
に
な
っ
て
、
組
合
員
の
相

談
事
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
に
導
く

と
い
う
、
実
際
に
本
人
が
ろ
う
き

ん
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
経
験
そ
の

ま
ま
を
掲
載
し
た
こ
と
で
、
組
合

員
の
方
よ
り
ろ
う
き
ん
が
『
安
心

で
き
る
・
頼
れ
る
・
相
談
で
き
る
』

と
い
う
、
感
想
を
受
け
少
し
ず
つ

で
す
が
ろ
う
き
ん
と
組
合
の
想
い

が
、『
カ
タ
チ
』
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
組
合
員

の
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合
い
、『
伝
え

る
心
』
を
も
っ
と
も
っ
と
工
夫
を

し
て
、『
次
号
の
機
関
紙
が
楽
し
み
』

と
思
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
紙
面

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
、
中
央
労
働
金
庫
柏
支
店
の

職
員
の
皆
さ
ん
に
、
日
頃
の
ろ
う

き
ん
活
動
、
機
関
紙
へ
の
資
料
、

写
真
、
記
事
の
提
供
な
ど
、
ご
尽

力
・
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
の
声

左から五十嵐書記長、茅根書記、
佐藤支部長、小野寺副支部長
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けやきぱーく
日本電気労働組合府中支部
＝電機連合　　　　　（中央）

Ａ２のかべ新聞。応募は4月に掲
示したもの。発行間隔がどのくらい
か不明ですが、「号外」にしないで、
継続のNo.で出して欲しいです。応
募の号は、「繰上返済で得をしよ
う！」という呼びかけ。レイアウト
は見やすくまとめていますが、掲示
では利子の損得の確認がしにくいで
しょう。下段の「ろうきん相談日」
や3つのローンの内容は分かりやす
いものになっています。利息を大き
な字にして色を変えたのはアピール
しました。Web版の『けやきぱー
く』を含めて優秀賞になりました。

優
秀
賞

メ
ル
マ
ガ
と
併
せ
て
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
配
布
で
お
ト
ク
な
情
報
を
！

こ
の
度
は
、
優
秀
賞
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
か

賞
を
頂
け
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
ご
連
絡
を
頂
い
た
時
は

役
職
員
一
同
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
今
後
の
ろ
う
き

ん
広
報
活
動
の
励
み
と
な
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
私
た
ち
日
本
電
気
労
働

組
合
府
中
支
部
で
は
、
組
合
員
全

員
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
環
境
で
す

の
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｅ
―
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ

を
使
っ
た
情
報
宣
伝
活
動
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
週
木

曜
日
に
「
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
こ

れ
が
支
部
発
行
と
し
て
の
「
唯
一

の
全
組
合
員
配
布
機
関
誌
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
そ
れ
以
外
の
全
組

合
員
配
布
機
関
誌
は
、
支
部
大
会

議
案
書
ぐ
ら
い
で
す
。）
な
の
で
、

ろ
う
き
ん
担
当
の
私
と
し
て
は
、

「
メ
ル
マ
ガ
」
の
中
に
で
き
る
だ
け

多
く
ろ
う
き
ん
記
事
を
掲
載
し
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
広
報
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
回
同
じ
記
事
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ろ
う
き
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
よ
り
伝

わ
る
よ
う
、
ろ
う
き
ん
の
渉
外
担

当
さ
ん
と
協
力
し
作
成
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
あ
る
時
そ
れ
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
府
中
支
部

専
用
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
お
昼
休

み
に
食
堂
前
で
配
布
し
た
り
、
今

回
賞
を
い
た
だ
い
た
も
の
も
そ
う

で
す
が
、
専
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
掲
示
板
に
貼
る
こ
と
も
、
大
変

効
果
の
あ
る
宣
伝
活
動
だ
っ
た
の

で
す
。
と
い
う
の
は
、
配
布
／
掲

示
後
す
ぐ
に
、
相
談
申
し
込
み
が

来
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

今
回
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
ろ
う
き

ん
を
身
近
に
感
じ
て
い
だ
だ
く
こ

と
と
、
低
金
利
で
有
利
で
お
ト
ク

な
ろ
う
き
ん
に
「
ま
ず
は
相
談
を
」

と
い
う
こ
と
を
狙
い
、
目
に
つ
く

よ
う
に
色
彩
も
ハ
デ
に
作
成
し
ま

し
た
。
今
後
の
ろ
う
き
ん
利
用
実

績
増
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、

次
は
ど
ん
な
商
品
を
ど
ん
な
方
法

で
広
報
す
る
か
、
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
今
回
賞
を
い
た
だ
け

た
の
は
府
中
支
店
の
職
員
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

受
賞
の
声

Ｎ
Ｅ
Ｃ
労
連
日
本
電
気
労
働
組
合
府
中
支
部

書
記

植
竹
　
真
由
美
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「メッセに吠えろ」
NTT労働組合特殊本部幕張地
区通研分会＝情報労連（中央）

Ａ４・２頁・週刊。応募は６月
16日号と７月７日号。2面に「５週
連続大型企画～〈ろうきん〉特集」
が連載されていて、応募は第１回の
みでしたがそれが評価されました。
この作品は、幕張ビル 14階の

「ろうきん相談窓口」を訪ねる４コ
マの写真で構成されていて、最後は
担当者の紹介、次号から「お奨め情
報紹介」になります。こうしたクイ
ズ？遊びの広告は案外親密さをもっ
て読まれます。掲載場所の隣がコマ
漫画の連載なので、それを見たつい
でに〈ろうきん〉広告も目につくと
いう展開です。毎回〈ろうきん〉広
告が固定した位置にあるのも親しみ
を増すコツでしょう。

た
め
に
な
る
新
聞
作
成
を
目
指
し
て
い
ま
す

N
T
T
労
働
組
合
特
殊
本
部

幕
張
地
区
通
研
分
会

こ
の
度
は
、
優
秀
賞
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

幕
張
地
区
通
研
分
会
で
ご
ざ
い
ま

す
。わ

た
し
た
ち
の
職
場
新
聞
は
毎

週
一
回
、
金
曜
日
に
発
行
し
て
お

り
ま
す
。
紙
面
構
成
は
A
4
の
両

面
に
、
本
部
・
分
会
の
決
定
実

行
・
周
知
事
項
な
ど
を
組
合
員
に

周
知
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し

た
A
面
と
、
時
事
ネ
タ
、
日
々
の

生
活
・
業
務
に
お
け
る
お
役
立
ち

情
報
、
組
合
員
の
趣
味
・
ス
ポ
ー

ツ
の
紹
介
な
ど
な
ど
、
組
合
員
に

気
楽
に
読
ん
で
も
ら
え
る
記
事
を

中
心
と
し
た
B
面
か
ら
の
構
成
に

な
り
ま
す
。
B
面
の
作
成
に
は
、

執
行
委
員
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の

組
合
員
か
ら
も
記
者
を
募
る
こ
と

で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容

の
記
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

幕
張
地
区
通
研
分
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
組
合
員
の
趣

味
・
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
記
事
で
は
、

昨
年
は
マ
ラ
ソ
ン
・
少
林
寺
拳

法
・
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
紹
介
記
事
を
載
せ
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
こ

れ
ら
の
紹

介

記

事

は
、
仲
間

募
集
と
し

て
も
利
用

さ
れ
て
お

り
、
組
合
員
の
結
束
強
化
に
も
一

役
か
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
B
面
に
は
代
々
、
そ
の
年

の
執
行
委
員
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
に
し

た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
マ
ン
ガ
を
毎
週

載
せ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お

り
、
各
代
の
執
行
委
員
が
キ
ャ
ラ

ク
タ
作
り
・
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
・

デ
ザ
イ
ン
な
ど
組
合
員
に
楽
し
く

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
力
を
入

れ
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
毎
年
力
作
が
誕
生
し
て
お
り

組
合
員
か
ら
の
評
判
も
上
々
で
す
。

労
金
の
「
カ
ー
ラ
イ
フ
ロ
ー
ン
」

や
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
」
の
紹
介
記
事
は
、
自
動
車
購

入
の
際
の
お
得
な
ロ
ー
ン
の
紹
介

な
ど
、
組
合
員
の
生
活
に
密
着
し

た
と
て
も
役
に
立
つ
情
報
で
あ
り
、

職
場
新
聞
と
し
て
優
良
な
記
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間

を
通
し
て
新
聞
発
行
し
て
い
ま
す

と
、
季
節
に
よ
っ
て
は
A
面
、
B

面
と
も
話
題
に
困
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
ん
な
時
に
御
社
の
「
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
」
や
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
」
の
紹
介
記
事
は
、

紙
面
を
華
や
か
に
彩
る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
こ
れ
か

ら
も
組
合
員
の
た
め
に
な
る
新
聞

発
行
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
の
声
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「清流」
日本電産サンキョー労働組合
伊那支部＝電機連合

（長野県）

Ａ３・２頁・ほぼ月刊。応募は６
号。年３回のキャンペーンをしてい
ます。「自動車税積立」「夏季一時金
積立額変更（年末も同時に）」「ミニ
ット推進」です。広告スペースは６
分の１頁と大きくありませんが、き
ちんと取って計画的な広告を打って
います。また〈ろうきん〉とのかか
わりをニュースにもして、「表彰・
褒章金をいただきました」（預金増
加額・率で）とか「広報コンクール
で入賞」など載せています。
こうした結果報告や日常の紙面に

ニュースとして〈ろうきん〉が載る
ことは親しみを増すためにも大切な
要素です。カラーで、写真も多く視
覚的な紙面づくりに成功していま
す。さらに仲間の反応など取材でき
れば最優秀賞も夢ではありません。

優
秀
賞

便
利
だ
と
思
っ
た
事
を
紹
介
し
た
い
！

日
本
電
産
サ
ン
キ
ョ
ー
労
働
組
合
　
伊
那
支
部

上
島
　
健
彦

こ
の
度
は
優
秀
賞
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
か
広
報
宣

伝
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
場
で
私
達

の
機
関
紙
「
清
流
」
が
評
価
し
て

い
た
だ
け
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
少
し
の
ビ
ッ
ク
リ

と
大
き
な
喜
び
で
一
杯
で
す
。
本

当
に
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
機
関
紙
を
作
成

す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
グ
ー
ン

と
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

機
関
紙
「
清
流
」
は
月
に
１
号
、

年
間
で
12
号
発
行
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
発
行
日
は
ル
ー
ズ
だ
っ
た

り
し
ま
す
が
、
書
き
手
が
楽
し
ん

で
書
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
で
き

れ
ば
読
み
手
も
楽
し
ん
で
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
作
成
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
単
組
内
で
の
イ

ベ
ン
ト
予
告
、
月
々
で
思
い
つ
い

た
特
集
、
全
労
済
の
宣
伝
、
そ
し

て
「
ろ
う
き
ん
」
の
宣
伝
が
主
で

す
。「ろ

う
き
ん
」
の
宣
伝
っ
て
何
を

書
い
て
る
っ
け
？
と
思
い
起
こ
し

て
み
る
と
。
組
合
役
員
と
い
う
立

場
上
、
ろ
う
き
ん
職
員
の
方
々
と

接
す
る
機
会
が
多
く
、
ち
ょ
っ
と

し
た
世
間
話
の
中
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
事
を
記
事
に
し
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
カ
ー
ド
ロ
ー

ン
の
金
利
の
話
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

の
話
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
お
金

を
下
ろ
し
て
も
手
数
料
を
取
ら
れ

な
い
話
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
換

え
は
ど
ん
な
条
件
の
方
が
お
得
な

の
か
と
い
話
（
ろ
う
き
ん
は
正
直

な
方
が
多
く
て
借
り
換
え
プ
ラ
ン

の
相
談
で
こ
の
条
件
の
人
に
は
勧

め
ら
れ
な
い
と
か
も
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
）、
ｅ
ｔ
ｃ
…
。

話
を
聞
い
て
、
実
際
に
使
っ
て

み
て
、
本
当
に
「
便
利
で
お
得
！
」

と
感
じ
た
事
を
記
事
に
す
る
の
で

す
か
ら
説
明
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

そ
う
い
う
所
が
評
価
さ
れ
た
の
か

な
？
な
ん
て
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
機
関
紙
作

り
を
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ

も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、
そ
し
て
誠
実

な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

清
流
の
発
行
を
楽
し
み
に
し
て
下

さ
る
長
野
ろ
う
き
ん
伊
那
支
店
の

職
員
の
皆
さ
ん
へ
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
の
声
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「るるる」
CKD労働組合＝JAM （東海）

Ａ３・２頁・月刊。応募は10・
11月号の２号です。毎号「生活セ
ーフティネット」という固定欄があ
って、労金・労済の記事や広告が載
ります。応募号では、「オンライン
システム休止」「年末キャンペーン」
「育児支援ローン」「年末一時金天引
き予約」などが伝えられています。
スペースは小さいのですが、毎号

固定された位置に置かれることで注
目度を上げている―と評価されまし
た。紙面の整理も水準以上ですが、
キャンペーンの成果を報告する双方
向の情報交流を実現して欲しいので
す。そのためのニュース取材も編集
部の役割でしょう。

組
合
員
の
目
線
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
を

Ｃ
Ｋ
Ｄ
労
働
組
合
　
情
報
宣
伝
部
長

日
比
野
　
栄
寿

こ
の
度
、「
第
２
２
回
ろ
う
き

ん
・
組
合
広
報
宣
伝
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
」
で
「
優
秀
賞
」
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

回
の
受
賞
は
、
私
た
ち
労
働
組
合

に
と
っ
て
、
と
て
も
光
栄
な
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
、
毎
月
機
関
紙
を

発
行
し
て
い
る
担
当
者
と
し
て
も
、

大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

当
労
組
の
機
関
紙
は
、「
る
る
る
」

と
い
う
一
風
変
わ
っ
た
呼
び
名
で

す
が
、
こ
れ
は
、「
見
る
」「
知
る
」

「
得
す
る
」
の
三
つ
の
「
る
」
を
合

わ
せ
て
名
づ
け
ま
し
た
。

「
る
る
る
」
は
毎
月
、
月
初
め

に
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
組
合
員

に
今
回
何
を
伝
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
か
、
組
合
員
に
と
っ
て
何
が

「
得
す
る
」
情
報
な
の
か
を
毎
回
選

び
な
が
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
記
事
に
は
、
組
合

の
活
動
報
告
は
も
と
よ
り
、
政
治

や
社
会
保
障
制
度
の
変
化
な
ど
も

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

ま
た
支
部
や
分
会
、
遠
く
は
、
海

外
赴
任
者
か
ら
の
お
便
り
を
掲
載

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
ぶ
り
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

ろ
う
き
ん
に
関
す
る
記
事
は
、

「
生
活
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
題

し
て
、
融
資
や
貯
蓄
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
新
商
品
の
情
報
や
そ
の
取

り
組
み
な
ど
を
図
や
イ
ラ
ス
ト
な

ど
に
加
え
、
で
き
る
だ
け
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
表
現
し
な
が
ら
、
ほ
ぼ
毎

月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
の
中
に
有
利
な
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
活
用
し

て
い
く
た
め
に
、
例
え
ば
、
年
金

に
関
し
て
認
識
を
深
め
る
活
動
と

共
に
、「
年
金
財
形
」
や
組
合
の
一

斉
積
立
を
個
人
年
金
化
し
た
「
組

織
強
化
年
金
積
立
金
」
の
Ｐ
Ｒ
、

さ
ら
に
、
生
活
防
衛
の
視
点
か
ら

「
ク
レ
サ
ラ
」
や
「
カ
ー
ド
被
害
」

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

当
労
組
の
よ
う
に
、
海
外
も
含

め
た
全
国
の
営
業
所
を
全
て
統
括

し
て
い
る
組
合
で
は
、
機
関
紙
か

ら
配
信
す
る
情
報
が
、
全
国
の
組

合
員
に
と
っ
て
唯
一
の
情
報
で
あ

り
、「『
る
る
る
』
に
掲
載
し
て
あ

っ
た
、
ろ
う
き
ん
の
○
○
○
に
つ
い

て
教
え
て
欲
し
い
」
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
思
い
が
け
な
く
表
彰

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、

今
後
と
も
、
組
合
員
の
目
線
に
立

っ
た
情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
の
声
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「みおつくし」
大阪市職員労働組合＝自治労

（近畿）

タブ・２～12頁・旬刊。応募は
７・８・12・１・２月発行の６号。
タイミングいい２段の広告が多いの
ですが、「一時金はろうきんへ」や
「やっぱり、ろうきんやなぁ」と1
面解説も載せています。いままでも
「キャンペーンの結果は伝えていな
い」と批評しましたが、今年は解説
で「社会貢献預金の残高が42,000
件、58億円」と預金種目別に公表
しました。今後も広告キャンペーン
のし放しでなく、きちんとフォロー
してください。
この紙は技術的にも卓越していて

レイアウトにも非の打ちどころはあ
りません。２段広告のデザインも同
様です（文字が多いので詳細はビラ
などに任せ機関紙広告は問題を投げ
かけるだけがいいのかも）。語り口
も前述の見出しのように「関西弁」
を生かして親しみがもてます。

優
秀
賞

顔
と
顔
の
見
え
る
運
動
を
し
て
い
ま
す

大
阪
市
職
員
労
働
組
合
の
機

関
紙
「
み
お
つ
く
し
」
は
、
月

に
３
回
・
１
日
付
け
の
発
行
で

す
。そ

の
紙
面
の
う
ち
共
済
事
業

部
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
「
J
ニ
ュ

ー
ス
」
の
割
付
で
、
ろ
う
き
ん

の
課
題
や
自
治
労
共
済
・
お
米

や
メ
ロ
ン
な
ど
の
あ
っ
せ
ん
事

業
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。現

在
の
大
阪
市
職
員
労
働
組

合
の
概
要
は
、
組
合
員
が
1
4

0
0
0
人
、
支
部
が
45
、
近
畿

労
働
金
庫
と
の
取
り
引
き
店
舗

が
12
店
舗
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
３
年
間
の
私
ど
も
の
労

働
組
合
活
動
は
、
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
・
自
治
労
バ
ッ
シ
ン
グ

の
流
れ
の
中
で
、
労
働
組
合
活

動
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
制
限
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
番
目

に
制
限
が
か
か
っ
た
の
が
、
組

合
の
福
利
厚
生
「
福
祉
対
策
」

の
活
動
で
す
。

結
果
、
現
場
で
の
世
話
役
活

動
が
福
祉
対
策
の
役
割
で
し
た

が
、
活
動
の
制
限
を
受
け
た
時

点
で
、
そ
の
活
動
の
規
模
が
縮

小
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
は
、

こ
の
福
祉
対
策
の
活
動
こ
そ
が

労
働
組
合
活
動
の
原
点
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

復
活
を
す
る
た
め
の
と
り
く
み

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
で
き
て
い
た
「
顔

と
顔
の
見
え
る
」
運
動
が
で
き

な
い
、
組
合
の
中
で
だ
れ
に
相

談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
、
そ
れ
ま
で
情
報
が
川
の
よ

う
に
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
堰

き
と
め
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ

て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
情
報

が
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
の
改
善
策
と
し

て
一
番
時
間
が
か
か
る
け
れ
ど

も
「
口
コ
ミ
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
口
コ
ミ
を
う
ま
く
利
用
す

る
媒
体
が
、「
機
関
紙
」
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。
し
ん
ど
い
中

で
の
「
ろ
う
き
ん
運
動
」
で
す

が
、
大
阪
市
職
で
は
ろ
う
き
ん

ら
し
い
運
動
と
し
て
「
社
会
貢

献
預
金
」
を
真
ん
中
に
お
い
て

07
年
の
夏
は
「
機
関
紙
」
で
情

報
提
供
を
し
て
と
り
く
み
ま
し

た
。
社
会
貢
献
預
金
の
ブ
ナ
林

は
40
年
か
け
て
森
の
よ
う
に
な

る
と
言
い
ま
す
。
私
ど
も
も
、

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
賞
を

き
っ
か
け
に
時
間
を
か
け
て
育

て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

受
賞
の
声

大
阪
市
職
員
労
働
組
合
　
共
済
事
業
部

事
務
局
長

平
子
　
一
彦
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「輪転」
日本写真印刷労働組合（近畿）

Ｂ３・２頁・旬刊。応募は〈ろう
きん〉特集号ともいえる５・12月
発行の2号。２号とも日写労の〈ろ
うきん〉利用の実績を掲げています。
ロッキーが両親の会話から財形の大
切さを知るなど、説得の手法も巧み
です。３つのローンの特色も〈ろう
きん〉担当者に語らせるやり方で解
説しています。「ATMの利用促進で
継続設置を守ろう」というニュース
も時宜を得ています。
かつてこの紙では組合員がインタ

ビューや座談会で〈ろうきん〉のこ
とを語り、アンケートなども行われ
ていましたが、そうしたことは見ら
れなく上意下達の紙面が残念な気が
します。

印
刷
屋
の
プ
ラ
イ
ド

職
場
で
厳
し
い
目
が
光
る
か
ら
こ
そ

日
本
写
真
印
刷
労
働
組
合

こ
の
度
は
優
秀
賞
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
選
ん
で
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
し
ま
し
た
機
関
紙
は
「
輪
転
」

と
い
う
名
称
で
発
行
も
5
0
0
号

を
越
え
て
い
ま
す
。
機
関
紙
「
輪

転
」
は
組
合
員
に
と
っ
て
は
欠
か

せ
な
い
情
報
を
組
合
員
に
伝
え
る

情
宣
ツ
ー
ル
と
し
て
組
合
員
と
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
に
も
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
機
関
紙
「
輪
転
」
は

そ
の
名
の
通
り
印
刷
機
の
輪
転
機

か
ら
由
来
す
る
も
の
で
す
。

印
刷
業
は
こ
こ
数
年
大
き
な
変

化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
紙
の
印

刷
か
ら
今
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
関

わ
る
も
の
を
製
造
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
紙
へ
の

愛
着
と
活
字
や
そ
の
デ
ザ
イ
ン
な

ど
こ
だ
わ
り
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
組
合
活
動
の
中
で
も
、
組
合

が
発
行
す
る
機
関
紙
は
読
む
人
は

皆
プ
ロ
の
目
で
す
か
ら
担
当
者
の

力
も
入
り
ま
す
。「
輪
転
」
は
随
時

発
行
す
る
機
関
紙
で
は
あ
り
ま
す

が
、
春
闘
、
一
時
金
な
ど
賃
金
闘

争
か
ら
定
期
大
会
の
報
告
を
記
事

と
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
ろ
う
き
ん
」、「
全
労
済
」
の

福
祉
事
業
団
体
の
推
進
活
動
に
は

欠
か
せ
な
い
機
関
紙
「
輪
転
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
印
刷
屋
の
印
刷

屋
が
つ
く
る
発
行
物
で
す
か
ら
組

合
員
に
も
わ
か
り
や
す
く
そ
し
て
、

楽
し
く
役
立
つ
知
識
を
盛
り
込
め

る
よ
う
に
心
が
け
て
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
特
に
今
回
受
賞
し
た
特
集

号
は
「
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
特
集
」
で

タ
イ
ト
ル
は
「
ろ
う
き
ん
2
0
0

6
年
末
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
組
合

員
の
年
末
の
貯
蓄
を
１
億
１
千
万

円
に
す
る
と
い
う
目
標
で
し
た
。

機
関
紙
の
効
果
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
職
場
委
員
の
貢
献
あ
っ
て
見

事
こ
の
年
の
目
標
は
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
輪

転
」
紙
面
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

と
お
り
、
組
合
事
務
所
常
設
の
A

T
M
の
利
用
件
数
確
保
に
よ
り
そ

の
存
続
を
掛
け
て
今
な
お
取
り
組

み
の
最
中
で
す
。

組
合
員
に
と
っ
て
タ
イ
ム
リ
ー

で
ホ
ッ
ト
な
情
報
と
大
切
な
取
り

組
み
を
組
合
員
と
共
有
す
る
こ
と

の
で
き
る
機
関
紙
づ
く
り
を
私
た

ち
は
目
指
し
て
い
ま
す
。
印
刷
屋

と
し
て
「
プ
ラ
イ
ド
」
を
持
っ
た

紙
面
作
り
で
今
後
も
「
ろ
う
き
ん
」

推
進
運
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

受
賞
の
声
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優
秀
賞

寝屋川市職員労働組合
＝自治労連　　　　　（近畿）
「寝屋川市職労日刊ニュース」
Ｂ４・2頁・日刊。12,800号を超え
る日刊紙です。応募は９・１・２・３
月の18号。９月からは連載で「ろう
きん財形」が載り、1～２月には「儲
けない金融機関」、3月からは「くらし
の味方ろうきん」が掲載されます。２
面にはその関連の広告が全面で紹介さ
れるという濃密な取組みです。欲をい
えば、通常の記事にもニュースとして
〈ろうきん〉イベントの参加記など載
るといいし、キャンペーンの結果も実
績として公表して欲しいのです。その
発表で、読者は運動として参加した実
感が残ります。

「こだま」
Ａ４・24頁・季刊雑誌。応募は連

続する10・１月号。ろうきん支店の
書く「セカンドライフの準備を早めに
されてはいかがでしょう」「教育資金
の準備は大丈夫ですか？」という解
説・お奨めの記事が連載されていま
す。別欄の「Photo Report」には、
〈ろうきん〉担当者を招いて「セカン
ドライフセミナー」を開いたことが伝
えられています。〈ろうきん〉のニュ
ース化は一層親しみをもたせます。
『日刊ニュース』にはこの間のものは
応募されていませんでしたので分かり
ませんが、この種のニュースは日刊で
の速報が欲しいところです。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
威
力
を
発
揮
「
日
刊

ニ
ュ
ー
ス
」
間
も
な
く
1
3
0
0
0
号

寝
屋
川
市
職
員
労
働
組
合

第
21
回
で
は
佳
作
で
し
た
が
、

今
回
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

機
関
紙
「
日
刊
ニ
ュ
ー
ス
」
は
、

Ｂ
４
版
で
、
名
前
の
と
お
り
土
日

等
を
除
き
毎
日
発
行
を
続
け
て
お

り
、
一
部
の
出
先
職
場
以
外
は
全

職
員
の
机
上
に
毎
朝
配
布
し
て
い

ま
す
。
日
刊
体
制
は
1
9
6
5
年

か
ら
続
い
て
お
り
、
発
行
号
数
は

間
も
な
く
1
3
0
0
0
号
と
な
り

ま
す
。

市
職
労
は
、
毎
年
１
月
〜
３
月

に
自
治
労
連
共
済
と
労
金
の
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
、
労
金
担
当
者
が

本
部
や
各
支
部
・
青
年
部
・
婦
人

部
・
各
分
会
の
会
議
等
で
訴
え
を

行
う
と
と
も
に
、
役
員
と
一
緒
に

組
合
員
を
訪
問
し
、
商
品
拡
大
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
共
済
や
労
金

の
１
商
品
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

け
、
１
ポ
イ
ン
ト
5
0
0
円
で
、

加
入
状
況
に
応
じ
て
１
人
最
高
5

0
0
0
円
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
時
威
力
を
発
揮

す
る
の
が
「
日
刊
ニ
ュ
ー
ス
」
で

す
。
共
済
や
労
金
商
品
の
特
徴
や

概
要
な
ど
を
掲
載
し
た
シ
リ
ー
ズ

を
毎
回
10
回
前
後
掲
載
し
、
紙
面

で
加
入
を
訴
え
て
い
ま
す
。
詳
細

な
表
な
ど
が
必
要
な
場
合
や
住
宅

相
談
会
の
案
内
ビ
ラ
等
は
、
ビ
ラ

様
の
原
稿
を
裏
面
に
掲
載
し
ま
す
。

「『
日
刊
ニ
ュ
ー
ス
』
を
見
た
け
ど
」

と
言
っ
て
組
合
事
務
所
に
来
て
、

労
金
商
品
に
加
入
さ
れ
る
組
合
員

は
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
財
形
募

集
期
、
新
商
品
発
売
期
な
ど
そ
の

都
度
労
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、

シ
リ
ー
ズ
等
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

季
刊
誌
「
こ
だ
ま
」
は
、
Ａ
４

版
・
20
〜
24
ペ
ー
ジ
で
、
年
４
回

発
行
し
て
い
ま
す
。
市
職
労
の
闘

争
や
各
種
行
事
、
組
合
員
や
家
族
、

職
場
や
地
域
の
紹
介
な
ど
写
真
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
い
る
機
関

誌
で
す
。
こ
の
「
こ
だ
ま
」
に
毎

回
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
分
を
労
金
用

と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
労
金

担
当
者
の
顔
写
真
と
と
も
に
、「
日

刊
ニ
ュ
ー
ス
」
で
は
書
き
き
れ
な

い
労
金
情
報
や
金
融
情
勢
な
ど
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
組
合
員
が
登
場
し
、

よ
く
読
ま
れ
る
機
関
誌
紙
を
め
ざ

し
ま
す
。

受
賞
の
声

訂正　第21回の「作品集」の24ページには、「こだ
ま」が「頁は４～16ページと幅があります」は間違い
でした。「頁は20～24ページです」に訂正いたします。
関係者にご迷惑をかけたことを深くお詫びいたします。
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